
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

８ 

2019 夏🌊 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

 
   基本会議委員にお聞きします・・・ 

 

 

 

 

 

 

—どのような経緯で、第２期の基本会議委員に応募し

ようと考えられたのでしょうか。 

 浅間山の雄大な景観と歴史ある文化的な雰囲気が

気に入り、軽井沢の別荘には年間を通じて訪れ、心身

ともに癒されています。 

私は自動車の研究に携わってきましたので、環境問

題等には関心がありました。そんな時に、第２期の基

本会議の委員募集を知り、自分の経験が大好きな軽井

沢のために活かせることがあるかも知れないと思い、

応募しました。 

—実際に、基本会議の一員になられて感じていること
はありますか。 

 基本会議の委員になって良かったと感じることは、

多くの人とのつながりが出来たことです。これまで軽

井沢には、ゴルフや静養のために来ることがほとんど

でしたが、基本会議委員の皆さんや町職員の方々と新

しい関係を築き、軽井沢への今までとは違う関わり方

ができたことは本当に良かったと思っています。 

—石山委員が座長を務める「交通関連プロジェクトチ

ーム（PT）」の取り組みについて教えてください。 

交通関連 PT でどんなことに取り組んでいくのかを

考えたときに、基本会議での意見等も踏まえて、住民

の皆さんが身近に感じられ、喫緊の課題となっている

“渋滞問題”をまずは取り上げることにしました。 

渋滞問題への取り組みは、交通関連 PT のコンセプ

ト「軽井沢らしい快適な移動」へつなげていく第一ス

テップと思っています。 

軽井沢の交通の実態と特徴を知り、他地域の取り組

みや最新の技術等も参考にしながら、軽井沢に適した

快適で安心して移動できる方法について考えていき

たいと思います。 

—先月末に開催したシンポジウム「軽井沢の渋滞問

題について考える」を振り返っていただけますか。 

交通関連 PT の活動報告、鎌倉市の取り組み、パネ
ルディスカッションでの活発な議論を通じて、有意
義な意見や提案が多数寄せられました。 

今回のシンポジウムを通して、オープンで幅広い
議論の大切さを実感しました。今後の交通関連 PT の
活動に有効につなげていきたいと思います。 

—最後に、今後の風土フォーラムで取り組みを進め

ていくうえでの「想い」をお聞かせください。 

 “住みやすい軽井沢”について、住民、行政、事業

者など関係者が一緒に考え、行動していくことが大

事だと思います。 

まずは、先月開催したシンポジウムのようなプロ

ジェクトチームの活動をキッカケとして、多くの関

係者と連携して、「軽井沢らしい快適な移動」の実現

を目指して行きたいと思います。 

 

 

発行日：令和元年 6月 13日 
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つくば市の自宅と軽井

沢を往復しながら、軽井

沢生活を楽しんでいる。 

軽井沢では、ゴルフ、ス

キーなどの野外でのア

クティビティ、雄大な景

観や清涼な空気を感じ

ながらの早朝の散歩を

何よりの楽しみとして

いる。 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラムにある「基本会議」は、知識経験者、公募、町職員
の１５名で構成される風土フォーラムの中心的組織です。 
「令和」になって初めてとなる今回のインタビューでは、第２期より公募枠として

基本会議委員を務めている石山武委員にお話を伺いました。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 
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■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

今年の 2 月、大阪のコンビニのオーナーが、24 時間営

業の見直しを求めて、フランチャイズを統括する本部と

対立しました。人手不足でアルバイトも思うように集ま

らず、人件費も高騰する一方で、オーナー自身にしわ寄

せが重なり、経営の限界というのが主な理由でした。こ

れに対して本部側は、24 時間営業こそが強みであり流通

システムとしても合理的だとして同意していません。折

からの働き方改革の風潮にも乗って社会問題に発展し、

関係省庁や労働組合まで巻き込んで論争が続いていま

す。 

と、ここまではコンビニの経営問題としてのアプロー

チでしたが、この話には別の視点が潜んでいます。“眠ら

ない 24 時間都市”という都市神話への検証です。 

世界の人・モノ・情報が同時進行で渦巻く東京などの大

都市と地方都市はその特性が違いますし、過疎が進む農

山村は更に事情を異にします。全国にある 5 万 8,000 店

のコンビニが、営業時間を統一することが妥当かどうか、

背景は複雑です。 

そこで、身近な例として注目したいのが、軽井沢町のコ

ンビニです。軽井沢町では 33 年前の昭和 61 年にコンビ

ニ 1 号店がオープンしていますが、その時以来ずっと午

後 11 時で閉店し、原則翌朝 6 時に開店しています。こ

の慣行は今も守られ、現在営業中の 3 系列、14 店舗が例

外なく足並みを揃えています。 

その根拠は、「軽井沢町の善良なる風俗を維持するため

の要綱」です。町民も別荘の人も共に望んでいる、夜は静

かなまちでありたいという合意に支えられ、当初の抵抗

や混乱を乗り越えて得られた実績です。コンビニ側の事

情ではなく、生活環境を守るという、消費者サイドの発

想だったことも先進的でした。 

今ふり返れば大いなる時代の先取りで、古くて新しい

軽井沢らしさのモデルではないでしょうか。  

まち歩き終了後、泉洞寺にて集合写真を撮りました！ 

チームみらいえ 
キッズイベント「追分写真ラリー」 

交通関連ＰＴ🚙 
【シンポジウム】 

軽井沢の渋滞問題について考える 

子どもたちに“追分の魅力”を見つけてもらおう
と、「追分写真ラリー」を開催しました。 

2 チームに分かれて、追分宿にある名所や石碑等
のチェックポイントを目指して、写真を撮りなが
ら、楽しくまち歩きを行いました。 

地域の発展に向けて活動している「しなの追分楽
しませ隊」の方々から、各所で昔話を交えた説明を
聞くこともでき、追分の歴史の深さや自然の豊かさ
など、たくさんの魅力に気付くことが出来ました。 

5/19 

開催 

シンポジウムは全３部制で、①交通関連 PT の活
動報告、②他地域の事例発表（鎌倉市の渋滞対策
等）、③パネルディスカッションが行われました。 

第３部のパネルディスカッションには、住民、事
業者、行政職員等の５名のパネリストが参加し、そ
れぞれの立場から考える軽井沢の渋滞問題につい
て意見交換がされました。 

傍聴された方々からも渋滞問題等に対する意見
等が出され、活発なシンポジウムになりました。 

5/31 

開催 

プロジェクトチーム（PT）の活動を紹介します！ 

渋滞問題に対する意見交換を行うパネリストの皆さん 

風土フォーラムホームページでは、各プロジェクトチームの活動を詳しくお知らせしています！ぜひ、ご覧ください！ 


